平成　年　月　日
風 力 連 系 申 込 書（研究・教育枠）
九州電力株式会社
代表取締役社長　眞部　利應　殿

住　　　所
会　社　名
代表者氏名


　　　印
　貴社の平成22年度風力発電系統連系受付要領（平成22年５月11日付）を了承し、下記のとおり申込みます。

　なお、貴社の事前審査の通知には異議申立てを行いません。

記
	１．発電所名
	

	２．発電所所在地
	

	３．運用開始希望日

（連系希望日）
	平成　　年　　月　　日

（平成　　年　　月　　日）

	４．目的
	事業目的　・　事業目的でない　＊○で囲む

	５．定格出力計（内訳）
	ｋＷ（　　 kW×　　 基）

	６．連絡先
	住所
氏名　　　　　　　　　　   電話
  FAX
     e-mail

	７．添付資料
	(１)申込事業者の概要
　（別添１）

(２)風力発電事業会社の概要
　（別添２）
(３)用地の取得状況
　（別添３）
(４)予定工事工程表
　（別添４）

(５)研究計画書または教育活用計画書
　（別添５又は６）
(６)風力連系申込書に押捺した印章の印鑑証明書
　（別添７）
(７)提出資料一覧
　（別添８）


以　上
（備　考）

· 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４サイズ（別添４のみＡ３サイズ）としてください。

ただし、添付資料はこの限りではありません。

· 「提出資料一覧（別添８）」は、低圧・高圧連系用、または特別高圧連系用のどちらかを提出して下さい。

（別添１）
eq \o\ad(\d\fo"(１)申込事業者の概要　"(),(１)申込事業者の概要)
発電所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	会社名
	

	本社所在地
	

	設立年月日
(または予定)
	

	資本金
	

	出資構成
	※全ての出資者、出資比率を記載してください。

	代表者
氏名等
	

	従業員数
	


（別添２）
eq \o\ad(\d\fo"(２)風力発電事業会社の概要　"(),(２)風力発電事業会社の概要)
発電所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	会社名
	

	本社所在地
	

	設立年月日
(または予定)
	

	資本金
	

	出資構成
	※全ての出資者、出資比率を記載してください。

	代表者
氏名等
	

	従業員数
	

	申込者との
関係
	


（備　考）
· ジョイントベンチャー又は子会社を設立して事業を行う場合等で、申込会社と実際に事業を行う会社が異なる場合について、実際に事業を行う会社を記入してください。
（別添３）
（３）用地の取得状況
発電所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
用地確保状況
	項　　　目
	内　　　　　　　容

	
	発　　電　　所
	連系用変電所

（連系用変電所を設置する場合は記載）

	必要面積
	　　　　　　　　千㎡　
	　　　　　　　　千㎡　

	確保済面積
	　　　　　　　　千㎡　
（確保率　　　　　％）
	　　　　　　　　千㎡　

（確保率　　　　　％）

	交渉が必要な

地権者の数
	　

　　　　　　　名　　

[内訳]
個人　　名　　法人　　社
自治体　　箇所　　その他　　名
	　

　　　　　　　名　　

[内訳]
個人　　名　　法人　　社
自治体　　箇所　　その他　　名


· 発電所・連系用変電所の用地及び周辺地図を添付してください。

· 確保済面積には、必要面積に対する自社所有の面積を記入してください。
· 用地の確保率が100％未満の場合は、用地確保予定時期、交渉を必要とする地権者とその面積、交渉状況等、用地確保の見通しについて添付してください。
· 用地確保、開発行為許可等のために官公庁の許認可等が必要となる場合は、当該法令名、許認可取得の有無、許認可未取得の場合は協議状況・取得見込時期を添付してください。
· 土地利用基本計画図等計画地点周辺の土地利用規制が確認できる図面を添付してください。

· 風車搬入ルート（陸上げ地点から風車設置地点）が確認できる図面を添付してください。道路拡幅が必要な場合は、その箇所を明記してください。
[image: image2.bmp]（別添４）
 (４) 予　定　工　事　工　程　表
発電所名　　　　　　　　　　　　  
	年　月
	平成23年度
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大工程
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事　前　準　備
	・地元への建設申入れに

ついての合意取得
・官公庁の許認可
・機材発注
・資金調達計画
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	風力発電設備
	・用地取得
・仮設工事（仮設道路 他）
・土木工事（基礎工事 他）
・電気工事（構内配電線 他）
・風車据付工事
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ア ク セ ス 設 備
	・用地取得
・仮設工事（仮設道路 他）
・土木工事（基礎工事 他）
・送電線建設工事
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（別添５）

（５）研究計画書
発電所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項　　目
	内　　　　容

	研究機関の概要
	

	研究件名
	

	研究期間

（系統連系期間）
	平成　　年　　月　～　平成　　年　　月

（平成　　年　　月　～　平成　　年　　月）

	研究体制
	

	研究目的
	

	研究概要
	

	その他
	


ｏ システム構成等の補足図面を添付してください。

（別添６）

（６）教育活用計画書
発電所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項　　目
	内　　　　容

	設置目的
	

	設置場所
	

	設置後の環境・エネルギーに

関する啓発活動

への取り組み
	

	その他
	


（別添８）

提出資料一覧（低圧、高圧連系）
１　風力連系事前検討諸元データ（様式１）

２　添付資料
①　発電所用地及び周辺地図、連系希望地点と連系用変電所・開閉所の周辺写真

②　発電所平面図（主要機器及び負荷設備配置図）

③　配電線ルート図（連系希望地点）＊具体的なルートを添付してください。
④　発電所単線結線図

⑤　保護方式（発電機保護、構内保護、単独運転防止等）（様式２）
⑥　ＳＶＣ等に関する説明資料
⑦　その他系統連系検討に必要と思われる資料

[以下については、可能な範囲で添付]

ａ　発電機の出力曲線（風速―出力）及び出力制御に関する説明資料

ｂ　発電機の有効電力―無効電力特性（コンデンサの有無別）

ｃ　電圧制御方式、力率制御方法に関する説明資料

ｄ　発電機の起動（停止）フロー図

ｅ　発電機起動時の突入電流に関する説明資料

ｆ　カットアウト風速時の制御（出力変動）に関する説明資料


風　力　事　前　連　系　検　討　諸　元　デ　ー　タ

[共通]
	項　　　　　目
	計　　画　　値

	連系希望電圧
	
	ｋＶ

	連系希望回線数
	
	回線

	当社受電電力（最大値）　※
	
	ｋＷ


　※　当社受電電力（最大値）については、発電機最大出力及び発電所負荷電力（最低値）を考慮した値を記入して下さい。

    [発電設備]

	項　　　　　目
	計　　画　　値

	発　　電　　設　　備　　全　　般
	電気方式
	相　　　　線式

	
	原動機の種類
	

	
	既設、新設の別
	既設　・　新設

	
	発電機の種類
	同期機　・　誘導機　・　直流機

	
	発電機定格電圧
	　　　　　　　ｋV

	
	発電機定格容量
	ｋＶＡ×　　台

	
	発電機定格出力
	ｋＷ　×　　台

	
	力率

系統側から見て、

進み・遅れを明記
	定格
	
	％

	
	
	運転可能範囲
	　　％～
	％

	
	連続運転可能周波数範囲
	　　Hz～
	Hz

	
	自動電圧調整装置(AVR)
	設置の有無
	有　・　無

	
	
	（有の場合）定数
	別添[カタログ等]

	
	系統並解列箇所
	別紙記載[発電所単線結線図]

	
	発電機の飽和特性
	別添[様式自由]

	
	自動同期検定装置の有無
	有（投入可能電圧差設定値　　％）、無

	
	最大出力
	定格出力の　　％

	
	構内充電電流（3線一括）
	
	Ａ

	同 期 機
	直軸過渡リアクタンス（Ｘd’）
	（容量ベース）
	
	ｐｕ

	
	直軸初期過渡リアクタンス（Ｘd’’）
	
	
	ｐｕ

	
	制動巻線
	有　・　無


	項　　　　　目
	計　　画　　値

	誘　導　機
	拘束リアクタンス
	(容量ベース)
	
	ｐｕ

	
	限流リアクトル容量
	
	

	
	励磁突入電流
	
	Ａ

	
	始動電流
	
	Ａ

	直 流 機
	逆変換装置
	種類（制御方式）
	

	
	
	過電流制限値
	
	％

	
	
	突入電流値
	
	Ａ

	
	
	高調波電流

含有率
	総合
	
	％

	
	
	
	各次
	
	％

	風力
	常時出力変動
	
	ｋＷ


[昇圧用変圧器]

	
	項　　　　　目
	計　　画　　値

	昇圧用変圧器
	定格容量×台数
	ｋＶＡ×　　　台

	
	定格電圧　
	　　　　／　　　ｋＶ

	
	漏れインピータンス（容量ベース）
	
	％

	
	タップ切替器
	タップ点数
	
	

	
	
	電圧調整範囲
	
	


[負荷設備及び受電設備]

	
	項　　　　　目
	計　　画　　値

	負荷設備
	合計容量
	

	
	総合負荷力率
	

	特殊設備
	高調波発生源の有無　※
	有　　・　　無

	
	電圧フリッカ発生源の有無　　※
	有　　・　　無

	調相設備
	コンデンサの有無
	有　　・　　無

	
	回路電圧
	　　　　　　　　ｋＶ

	
	定格容量
	ｋＶＡ×　　　台
ｋＶＡ×　　　台
ｋＶＡ×　　　台
合計：　　　　ｋＶＡ

	受電用変圧器
	定格容量×台数
	ｋＶＡ×　　　台

	
	定格電圧　
	　　　　／　　　ｋＶ

	
	漏れインピータンス（容量ベース）
	
	％

	
	タップ切替器
	タップ点数
	
	

	
	
	電圧調整範囲
	


※　「有」の場合は、当該機器に係わる資料（カタログ等）を提出ください。

[配電線仕様（アクセス設備）]

	
	項　　　　　目
	計　　画　　値

	配　電　線　仕　様
	区間
	（自）　　　　　　～（至）

	
	亘長
	
	ｋｍ

	
	支持物
	種類
	コンクリート柱・その他（　　　　）

	
	
	長さ
	
	ｍ

	
	
	設計荷重
	
	ｋｇｆ

	
	
	基数
	
	基

	
	
	経間
	
	ｍ

	
	がいし
	種類
	
	

	
	
	耐電圧
	
	ｋＶ

	
	電線
	種類
	
	

	
	
	サイズ
	ｍｍ２×　　　　条

	
	
	引張荷重
	
	Ｎ／条

	
	
	最大使用張力
	
	Ｎ／条

	
	架空地線
	架空地線の有無
	有　・　無

	
	
	種類
	
	

	
	
	サイズ
	ｍｍ２×　　　　条

	
	
	最大使用張力
	
	Ｎ／条

	
	配電線定数
	Ｒ（Ω）
	
	Ω

	
	
	Ｘ（Ω）
	
	Ω

	
	
	Ｙ／２（Ｓ）
	
	Ｓ



保護継電器整定値一覧表（高圧配電線用リレー）
［連系区分］高圧配電線
	保護対象
	保　　護
継電器等
	お　客　さ　ま　記　入　欄

	
	
	Dev.No
	相数
	継電器形式
	整定範囲
	CT比
	PT比
	申請整定値

	お客さま
構内事故
	OCGR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OCR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OCR-H
	
	
	
	
	
	
	

	
	OVR
	
	
	
	
	
	
	

	
	UVR
	
	
	
	
	
	
	

	
	自動負荷
遮断装置
	
	
	
	
	
	
	

	電力系統
事　　故
	DSR
	
	
	
	
	
	
	

	
	UVR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OVGR
	
	
	
	
	
	
	

	お客さま
単独運転防止
	UFR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OFR
	
	
	
	
	
	
	

	
	TTR
	
	
	
	
	
	
	

	
	単独運転検出
	受動式
	
	
	(方式：　　　)
	(検出時限：　　)
	
	
	

	
	
	能動式
	
	
	(方式：　　　)
	(検出時限：　　)
	
	
	


（注1） 継電器形式欄は、メーカ名及び形式を記入して下さい。
（注2） 至近端短絡事故でDSRの電圧要素が無くなる場合には、短絡の方向判別ができるようDSRに電圧メモリー機能を持たせて下さい。

保護継電器整定値一覧表（高圧配電線用タイマー）
［連系区分］高圧配電線
	保護対象
	タイマー
	お　客　さ　ま　記　入　欄

	
	
	Dev.No
	タイマー形式
	整定範囲
	申請整定値

	お客さま
構内事故
	OCGR用
（51GT）
	
	
	
	

	
	OVR用
（59T）
	
	
	
	

	
	UVR用
（27T）
	
	
	
	

	電力系統
事　　故
	DSR用
（67ST）
	
	
	
	

	
	UVR用
（27T）
	
	
	
	

	
	OVGR用
（64T）
	
	
	
	

	お客さま単独運転防　　止
	UＦR用
(95LT)
	
	
	
	

	
	OFR用
（95HT）
	
	
	
	

	
	単独運転検出
	受動式
	
	
	
	

	
	
	能動式
	
	
	
	


（注１）タイマー形式欄は、メーカ名及び形式を記入して下さい。
保護継電器整定値一覧表（低圧配電線用リレー）
［連系区分］低圧配電線
	保護対象
	保　　護
継電器等
	お　客　さ　ま　記　入　欄

	
	
	Dev.No
	相数
	継電器形式
	整定範囲
	CT比
	PT比
	申請整定値

	お客さま
構内事故
	OCR-H
	
	
	
	
	
	
	

	
	OCGR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OVR
	
	
	
	
	
	
	

	
	UVR
	
	
	
	
	
	
	

	電力系統事　　故
	UVR
	
	
	
	
	
	
	

	お客さま
単独運転防止
	UFR
	
	
	
	
	
	
	

	
	OFR
	
	
	
	
	
	
	

	
	単独運転検出
	受動式
	
	
	(方式：　　)
	(検出時限：　　)
	
	
	

	
	
	能動式
	
	
	(方式：　　)
	(検出時限：　　)
	
	
	


（注1） 継電器形式欄は、メーカ名及び形式を記入して下さい。
（注2） 単独運転検出欄は、各方式の該当する機能をそれぞれ記入して下さい。



保護継電器整定値一覧表（低圧配電線用タイマー）
［連系区分］低圧配電線
	保護対象
	タイマー
	お　客　さ　ま　記　入　欄

	
	
	Dev.No
	タイマー形式
	整定範囲
	申請整定値

	お客さま
構内事故
	OCGR用
（51GT）
	
	
	
	

	
	OVR用
（59T）
	
	
	
	

	
	UVR用
（27T）
	
	
	
	

	電力系統事故
	UVR用
（27T）
	
	
	
	

	お客さま
単独運転防止
	UFR用
（95LT）
	
	
	
	

	
	OFR用
（95HT）
	
	
	
	

	
	単独運転検出
	受 動 式
	
	
	
	

	
	
	能 動 式
	
	
	
	


（注１）タイマー形式欄は、メーカ名及び形式を記入して下さい。
（別添８）

提出資料一覧（特別高圧連系）
１　風力連系事前検討諸元データ（様式１）

２　添付資料
① 発電所用地及び周辺地図、連系希望地点と連系用変電所・開閉所の周辺写真
② 発電所平面図（主要機器配置図）
③ 送電線ルート図（連系希望地点）＊具体的なルートを添付してください。
④ 電力系統側送電線の最終支持物（風力事業者設備）の装柱図、連系希望地点との位置関係図
⑤ 発電所単線結線図

⑥ 保護方式（各保護継電器の用途及び仕様、保護ブロック図等）に関する説明資料
⑦ 発電機の出力曲線（風速－出力）及び出力制御に関する説明資料
⑧ 発電機の有効電力－無効電力特性（コンデンサの有無別）に関する説明資料
⑨ 電圧制御方法、力率制御方法に関する説明資料
⑩ 発電機の起動（停止）フロー図
⑪ 発電機起動時の突入電流に関する説明資料
⑫ カットアウト風速時の制御（出力変動）に関する説明資料
⑬ ＳＶＣ、平滑化用蓄電池などに関する資料
⑭ 連絡体制（監視方式）に関する説明資料
⑮ その他系統連系検討に必要と思われる資料
	様式１


風力連系事前検討諸元データ（特別高圧連系）
　　（発電設備の概要）

	
	項目
	計画値

	検討条件
	受電地点の受電電圧
	kV

	
	連系回線数
	回線

	
	当社受電電力（最大値）
	kW

	発　　電　　設　　備　　全　　般
	発電機の種類
	同期発電機　・　誘導発電機

	
	定格電圧
	kV

	
	定格容量
	kVA×　　　台

	
	定格出力
	kW×　　　台

	
	力　　　率※１
系統側から見て、

進み・遅れを明記
	定格
	％

	
	
	運転可能範囲
	％～ 　　　　％

	
	制動巻線の有無
	有・無

	
	運転可能周波数の範囲
	～　　　Ｈｚ

	
	励磁方式
	

	
	自動電圧調整装置(AVR)の有無
	有・無

	
	逆変換装置を使用する場合
	種類
	

	
	
	定格容量
	kVA

	
	系統並解列箇所
	単線結線図に記載してください

	
	自動同期検定装置の有無
	有・無

	
	最大出力
	定格出力の　　　　％

	
	常時出力変動
	kW


※１：別表「発電機の有効電力－無効電力特性」についても要記載

（発電機の詳細仕様）

	
	項目
	計画値

	同　　期　　発　　電　　機
	直軸過渡リアクタンス

（定格容量ベース）
	Xd’
	pu

	
	直軸初期過渡リアクタンス

（定格容量ベース）
	Xd’’
	pu

	
	直軸同期リアクタンス

（定格容量ベース）
	Xd
	pu

	
	横軸過渡リアクタンス※２
（定格容量ベース）
	Xq’
	pu

	
	横軸初期過渡リアクタンス※２
（定格容量ベース）
	Xq’’
	pu

	
	横軸同期リアクタンス※２
（定格容量ベース）
	Xq
	pu

	
	電機子漏れリアクタンス※２
（定格容量ベース）
	Xl
	pu

	
	単位慣性定数※２
	M
	sec

（発電機＋風車合計値で記入してください）

	
	直軸短絡過渡時定数※２
または直軸開路時定数
	Td’
Tdo’
	sec※３

（Tdo’が不明な場合はTd’を記入してください）

	
	直軸短絡初期過渡時定数※２
または直軸開路初期過渡時定数
	Td”
Tdo”
	sec※３

（Tdo”が不明な場合はTd”を記入してください）

	
	横軸短絡過渡時定数※２
または横軸開路時定数
	Tq’
Tqo’
	sec※３

（Tqo’が不明な場合はTq’を記入してください）

	
	横軸短絡初期過渡時定数※２
または横軸開路初期過渡時定数
	Tq”
Tqo”
	sec※３

（Tqo”が不明な場合はTq”を記入してください）

	
	電機子時定数※２
	sec

	
	自動電圧調整装置(AVR)の定数※２
	別紙にて添付してください

	
	調速機(ガバナ)の定数※２
	別紙にて添付してください

	
	発電機の飽和特性※２
	別紙にて添付してください

	誘導発電機
	拘束リアクタンス

（定格容量ベース）
	pu

	
	限流リアクトル容量
	kVA

	
	始動電流
	A


※２：逆変換装置にて系統と連系する同期発電機の場合には、記載不要

※３：左記項目のうち記入した定数を○で囲んでください

（変圧器の諸定数、発電場所における負荷設備および受電設備）

	
	項目
	計画値

	変圧器
	適用箇所
	連系用
	風車用

	
	定格電圧
	／　　kV
	／　　kV

	
	定格容量
	kVA×　台
	kVA×　台

	
	漏れインピーダンス(定格容量ベース)
	pu
	pu

	
	ﾀｯﾌﾟ切替器
	有無
	有 ・ 無
	有 ・ 無

	
	
	タップ点数
	点
	点

	
	
	電圧調整範囲
	
	

	負荷設備
	合計容量
	kW

	
	総合負荷力率
	

	特殊設備
	高調波発生源の有無
	有※４ 　・　　無

	
	電圧フリッカ発生源の有無
	有※４ 　・　　無

	調　相　設　備
	種類
	

	
	電圧別容量
	特高
	kVA×　　　台

	
	
	高圧
	kVA×　　　台

	
	
	低圧
	kVA×　　　台

	
	合計容量
	kVA


※４：高調波発生源や電圧フリッカ発生源が有る場合は、高調波や電圧フリッカに関する資料を添付のこと。

（発電場所における負荷設備および受電設備）

	
	項目
	計画値

	送　　　　電　　　　設　　　　備
	適用箇所
	連系用
	風車用

	
	当社設備との接続地点
	
	

	
	区間
	(自)

(至)
	(自)

(至)

	
	亘長
	km
	km

	
	支持物
	種類
	鉄塔・その他

（　　　）
	鉄塔・その他

（　　　）

	
	
	基数
	基
	基

	
	
	JEC127-1979

における基準速度圧
	kg/m2
	kg/m2

	
	がいし
	種類
	
	

	
	
	大きさ
	mm
	mm

	
	
	１連の個数
	個
	個

	
	
	耐電圧
	kV/個
	kV/個

	
	
	アークホーン間隔
	mm
	mm

	
	電線
	種類
	
	

	
	
	サイズ
	mm2×　条
	mm2×　条

	
	
	引張荷重
	Ｎ／条
	Ｎ／条

	
	
	最大使用張力
	Ｎ／条
	Ｎ／条

	
	架空地線
	架空地線の有無
	有　・　無
	有　・　無

	
	
	種類
	
	

	
	
	サイズ
	mm2×　条
	mm2×　条

	
	
	最大使用張力
	Ｎ／条
	Ｎ／条

	
	送電線定数※５
亘長全体

を記載
	Ｒ（Ω）
	Ω
	Ω

	
	
	Ｘ（Ω）
	Ω
	Ω

	
	
	Ｙ／２（Ｓ）
	Ｓ
	Ｓ

	通信設備
	通信回線の種別
	保安通信用電話回線
	· 自営設備による保安通信回線

· 電気通信事業者専用線

	
	
	給電情報伝送用回線
	· 自営設備による保安通信回線

· 電気通信事業者専用線


　　※５：別紙「発電所構内インピーダンスマップ」についても要記載
別表　「発電機の有効電力－無効電力特性」

（ただし、発電機出力に関わらず、力率を一定制御できる方式の場合には記載不要）

	
	有効電力出力比（定格出力を100％とする）

	
	10％
	20％
	30％
	40％
	50％

	有効電力 (kW)
	
	
	
	
	

	無効電力(kVar)
	
	
	
	
	

	
	有効電力出力比（定格出力を100％とする）

	
	60％
	70％
	80％
	90％
	100％(定格)

	有効電力 (kW)
	
	
	
	
	

	無効電力(kVar)
	
	
	
	
	

	
	有効電力出力比（定格出力を100％とする）

	
	％※
	％※
	％※
	％※
	最大出力

	有効電力 (kW)
	
	
	
	
	

	無効電力(kVar)
	
	
	
	
	


※　最大出力まで10％刻みで記載

[image: image1.emf]  別紙 「発電所構内インピーダンスマップ」 

（区間、図面等は必要に応じて修正のこと） 
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※ ％値は10MVAベース値を記載 
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平成　　年　　月　　日

順位決定委任状
九州電力株式会社

代表取締役社長　眞部　利應　殿

住　　　所

会　社　名

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　貴社の平成22年度風力発電系統連系受付（研究・教育枠）において連系申込みを行った下記プロジェクトについて、平成22年７月８日実施の優先順位決定会における順位決定の一切を、貴社に委任します。

　なお、優先順位決定会の結果については異議申立てを行いません。

記

	１．発電所名
	

	２．発電所所在地
	

	３．定格出力計（内訳）
	　　　　　　　　kW（　　　　　kW×　　基）

	４．運用開始希望日

　　（連系希望日）
	平成　　年　　月　　日

（平成　　年　　月　　日）

	４．連絡先
	住所
氏名
電話
FAX

E-mail


以　上

平成　年　月　日
着　工　届
九州電力株式会社
代表取締役社長　眞部　利應　殿
住　　　所
会　社　名
代表者氏名


　　印
　弊社風力発電設備について着工（風車本体の発注）しましたので、平成22年度風力発電系統連系受付要領に基づき、下記のとおり着工届を提出します。

記
	１．発電所名
	

	２．発電所所在地
	

	３．着工日

　　（風車本体の発注日）
	平成　　年　　月　　日

	４．風車メーカー名
	

	５．定格出力計（内訳）
	ｋＷ（　　 kW×　　 基）

	６．事業者連絡先
	住所

氏名　　　　　　　　　　   電話
  FAX
     e-mail

	７．添付資料（必須）
	風車本体の「購入契約書」の写し、または、風車本体の「発注依頼書」の写し等、風車本体の発注を確認できるもの（添付がない場合は、本着工届は無効）


　以　上
平成　年　月　日
辞　　　退　　　届
九州電力株式会社
代表取締役社長　眞部　利應　殿
住　　　所
会　社　名
代表者氏名


　　　印
　貴社の平成22年度風力発電系統連系受付について、下記内容で申込みましたが、都合により申込みを辞退します。
記
	１．発電所名
	

	２．発電所所在地
	

	３．運用開始希望日

（連系希望日）
	平成　　年　　月　　日

（平成　　年　　月　　日）

	４．目的
	事業目的　・　事業目的でない　＊○で囲む

	５．定格出力計（内訳）
	ｋＷ（　　 kW×　　 基）

	６．連絡先
	住所
氏名　　　　　　　　　　   電話
  FAX
     e-mail


以　上
※作成にあたっての留意点


１　書式は任意としますが、下記の様式を参考にしてください。


２　工程の範囲は、「地元への建設申入れ」から「受給開始」までとします。


３　発電所建設において遵守すべき関係法規について理解のうえ、必要な手続きや対策等を踏まえて作成ください。


４　連系希望日は、具体的に記載してください。
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この様式を参考にして下さい。








